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真菌医学研究セ ン タ ー は ,
全 国共_同利用施設 と して､ 病原真菌の 研究と ,
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は じめ に
真菌医学研究セ ン ターは ､ 1 9 7 年4 月に更核微生物研究セン ターの時限終了
･ 改
組に伴 っ て 新設 された機関 です o 先進医療の進歩によ つ て 重症疾患患者の救命 ･ 延命
ある い は社会復帰が可能に 在るに つ れて抵抗の弱い患者が増えて いますo 苦通 は病原
性がないか極めて弱 い微生物による感染症は日和見感染症と呼ばれ､ 真薗 (力ピ､ 酵
母 ､ き の こ なと) による日和見感染症は診断 ･ 冶療が難しいと い う点で こ れらの 患者
にと つ て は大きな脅威で す｡ H N感染患者に と つ て も脅威で す o 海外で感染する輸入
真南症は原困菌の危険度は レ ベ ル3 と高く ､ 健常人の師な ど内臓が侵される重症疾患
で すo 我が国 で 研究者､ _施設､ 参考菌株が揃 っ て い る の は当セ
ン タ-のみ で す. 人と
物流の 国際化は著しく ､ 輸入真菌症の 多くは慢性疾患であリ ､ 人から人 ヘ の 伝染性は
扇し､ため水際作戦を立て る 必要はあリませんが､ 診断と治療が極めて 重要 です｡ 一方 ＼
20 0 0年頃ネリ ､ 伝染力の強い真菌による 皮膚宍菌症が格闘技の国際試合を通じて 日
本に 流入 し､ 全 国に広がっ て い る 事が憂慮されます ｡ 更 に ､ 近年は ペ ットブ
ー ム で ､
人の 生活圏内に べ ツ卜は深く関わリ ､ 介護の 場 でも重要視されて い ますが､ 多く の真
菌症は人獣共通であ る こ とも忘れて は在らな い事で す o
放線菌は細菌の仲間 ですが､ 感染様式が真南に似 てし､る ため ､ 医真歯学で取リ扱わ
れて います o 真菌同様に 日和見感染症およぴ従来は病原菌にならなか つ た放線菌菌種
による 新興感染症が増加して います ｡
こ の よ うな社会背景にあつ て ､ 真菌医学研究セ ンターは､ 真菌と放線菌による 日和
見感染症 ､ 輸入感染症､ 新興感染症､ 人獣共通感染症の研究､ 特に 診断､ 病原因子 ､
治療の基礎研究および原因真菌 ･ 放線菌の研究を進め て ま いリま したo 当セ ン ターは
全国共同利用施言受と して広く国内の研究者からの 共同研究を受け入れて い ますが､ ブ
ラジル ＼ タイ＼ 中 臥 韓国などの ア ジア 諸臥 ハ ン ガリ )ー イ タリ ア ､ エ ジプト＼ 南
ア フリ刀な ど国際的にも共同研究を展開して い ます o
真菌医学研究セ ンターは､ 昭 和 20 年代から前身の腐敗研究所が病原真菌 ･ 放線菌
菌株の収集保存を始め ､ 19 8 7年に 真核微生物研究セ ンタ-に改組されて からは積極
申に国曝的に収集を開始し､ 保存方法の 高度化､ 保存設備の充実を因 つ て きましたo
_
‾以上のよう在活動によ つ て ､ 現 セ ン ター新設当時は2部門 6 研究分罪 (うち2 は
J客員) モ出麗しましたが､ 20 01年度には真菌資源開発分野が新設され ました o また
同年に四夫妻感染症研_究施設連絡会議 (九州大学
生体防御医学研究所､ 長崎大学熱帯
医学研究所 ､ 革球本学遺伝子実験セン タ )ー が結成されましたo さ らに ＼ 科学技術振
興調整費による先導野知的基盤 として ｢病原真菌
･ 放線菌遺伝資源の 国際的拠点形成
のを申の基盤整胤 が3年間のプロ ジ ェ ク卜として採択され ､ 20 0 2年直にはナ シ ∃
ナルバイオリソースプロジ ェ ク卜 (N B RP) の 一環とし て ｢病原御生物+ の中核的機
簡として認定されま
‾
したo こ れらの外部資金と/てイ*lJ ソ-ス を用 い て分子系統､ 遺
伝子向定 ･ 診配 分子疫学 ･ 生 態学 ､ 分子細胎生物学､ 病原因子遺伝子､ 薬剤感受性
!
痩伝書恵とo)-研究がなされ ､ 病原酵母の遺伝子マ ッ ピ ンク＼ 病原放線菌の全ゲノ ム解
析にも貢献しぞLl_票す｡
｢
病雇磯生物壌感弟症の研寧阜宙断治療の 開発に なくてはな らな い 研究資材で す o
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くの 国誉穐結ぎ 転∴微生 物も≡毎如か ら0)
-q文集 ･ 購入 は困難 にな つ て い ます o 特 に
2 0 01 年秋に 直壬≠墓炭痘執Dバイオ テ ロ-以丸 病原微生物､ 特に危険度 レ ベ ル 3の
_I
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B R Pq)サ 鮒 萱番時重要重要竪琴革肇帯びて くるt確信致しておりますo
平成 l
_
6-一重草月手車麺 頭 重兵学法速萱草タ居した o 真菌医学研究セ ン ターは独
二 法化後も全国共同詞由常設と二 働 共同研究を展開し､ 真菌感染症と関連疾
寿の鮒圧 に向.蛙要尭蓮垣春繭密畠遅延茸姦所看で 勧二極すので ､ 関係各位の 御指導と
御鞭嘩重義廟
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千東大単頁菌医学研究セ ン ター長 由つ付 和 舌
目的
真南医学研究セ ン ター は､ 全国共同利用施設 として ､ 病原真菌の研究と真菌による感染症お
よび中毒症の成因並 びに制圧 に関する研 究を行い ､ か つ ､ 国立大学法人の 教員 その他の着で ､
この分野 の研究に従事する者の 利用に供するこ とを目的とする ｡
沿革
昭和 21年 9 月 1 0 日
昭和 24年 5 月 31日
昭和 48 年 9 月29 日
昭和 5 2年1 0 月
昭和 6 2年 5 月21 日
平 成 9 年 4 月 1 日
千葉医科大学附属腐敗研究所が設立 された (現習 志野市泉町)0
千葉大学腐敗研 究所とな っ た ｡
生物活性研究所に改組され､ 各部門の名称が変更 されたo
第1研究部酵素化学研究部
第2 研究部薬理 活性研究部
第3 研究部毒性病理研究部
第4研究部活性天然物化学研究部
第5 研究部抗生物質研究部
第6 研究部食中毒研究部
干葉市亥鼻1丁目8番1号に新宮､ 移転 した o
生物活性研究所が廃止 ･ 転換となり､ 全 国共同利用施設と して 真核微生物研究セ ン
クーが設置された (1 0年時限)a
感染研究部門 感染機構分野
真菌系統発生分野
宍菌生態分野 (客員)
活性応答研究部門 化学療法分野
形態応答分野
作用機構分野 (客員) (平成2年設置)
真核微生物研 究セ ン タ ー が廃止 ･ 転換となり ､ 全国共同利用施設 として
真菌医学研究セ ンターが設置 された (1 0年時限)0
病原真菌研究部門 真菌感染分野
系統 ･ 化学分野
生 態分野 (客員)
分子機能研究部門 機能形態分野
高分子活性分 野
活性応答分野 (客員)
平成1 3年 4 月 1 日 病原真菌研究部門 に新たに真菌資源開発 分野が設置された ｡
車豊
歴代所長 ･ センタ ー 長
【腐敗研究所]
[生物活性研究所]
昭和 21年 9 月1 0日 - 昭和 29年 3 月 31 日(莱)
昭和 2 9年 4 月 1 日- 昭和 3 2年 5 月 21 日 (事務取扱)
昭和 3 2 年 5 月22日 - 昭和 38年 5 月 21 日
昭和 3 8年 5 月22日 - 昭和 41年 5 月 21日
昭和 41 年 5 月 2 2日 - 昭和 44年 5 月 21 日
昭和 4 4年 5 月 22 日 - 昭和 44年 8 月 4 日 (事務取扱)
昭和 4 4年 8 月 5日 - 昭和 4 8年 9 月 2 8日
昭和 4 8年 9 月 2 9日 - 昭和 4 9年 1 月 9 日
昭和 49 年 1 月
昭和 49年 4 月
昭和 5 3年 4 月
昭和 57 年 4 月
昭和 61年 4 月
1 0日 - 昭和 4 9年 3 月3 1日
1 日 - 昭和 5 3年 3 月 31 日
1 日 - 昭和 5 7年 3 月3 1日
1 日 - 昭和 61 年 3 月 31日
1 日- 昭和 6 2年 5 月20日
[真核微生物研究センタ ー] 昭和6 2年 5 月 21 日 - 平成 3 年 5 月 2 0 日
平成 3 年 5 月21 日 - 平成 5 年 5 月 20 日
平成 5 年 5 月21日 - 平成 9 年 3 月 31日
[喜菌医学研究セ ンタ ー] 平成 9 年 4 月 1 日 - 平成 1 1年 3 月31日
平成 1 1年 4 月 1 日 -
小池敬事
小池敬事
相磯和豪
富木高日月
相磯和責
宮木高明
宮木高日月
宮木高明
相磯和素
新井 正
久我哲郎
新井 正
久我哲郎
善治 誠
寺尾 清
吉冶 誠
宮治 言成
西村和子
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分子機能研究部門
避 雷監cogon ･t
●真菌感染分野
+ 辿 王堅g旦 些 ____ ___
●系統 ･ 化学分野
Divisior1 0f P hyloge ne(lCS
●真菌資源 開発分野
Division of FuTlga柑esollrC e S& Developm ent
●生態分野(客員)
DivisioTtOf Ecology(forForeignGll eStProfessor)
●商高畠両面蚕面‾■■I - ‾‾ ‾
Division of UltrastfLletth:C & Ftln Ctl O7r
●高分子活性分野
Diviso n of Mole c ularB iology良T he rapelltCS
●活性応答分野(客員)
Divsio n ofBioloEICd SFCiG9atl On(forDo m estLCGue stProfessor)
病原勇菌 ･放線菌管理室
i Cu_
1年些 些 tl 幽 o3gCe9e3
事務部 i
A d ministr atIOn [
糸急務係
Ge Def al A飽irs
研究協力係
名誉教授
新 井 正
寺 尾 請
赤 尾 三 太 郎
宮 治 誠
昭和 6 3年度称号授与
平成 7 年度称号授与
平成 1 2年度称号授与
平成 15 年度称号授与
驚
も
運営
当セ ンターの 運営は､ 教授会に準ずる教員会議と､ 本学の教授および学外の学 識経験者を含めた運
営協議会によ つ て行われる o
教員会議構成員
真菌医学研究セ ンタ ー 教 授 5 名
真菌医学研究セ ンター 助教授 5 名
千葉大学医学研究院 教 授 野 村 文 夫
千葉大学医学研究院 教 授 瀧 口 正 樹
真菌医学研究セン タ ー 事務長 小 津 稔
運営協議会委員
l
喜菌医学研究セ ン タ ー 教 授 5 名
千葉大学医学研究院 教 授 野 村 文 夫
千葉大学医学研究院 教 授 瀧 口 正 樹
(独)国立環境研究所生物圏環境研究領域 教 授 渡 選 信
大阪大学微生物病研究所 教 授 本 田 武 司
日本大学生物資源科学部 教 授 長 谷 川 篤 彦
(財)かずさD N A研究所 主席研究員 丹 羽 修 身
定量 ･ 現員
区 分 教 授 助教授 助 手 一般職員等 計
定 員 5 (2) 5 8 1 2 30(2)
現 員 5 (2) 5 8 1 2 30(2)
※ ( ) 内は客員を示 し､ 外数 ｡
翠
1
A 痩
職員
【病原真菌研究部門】
●真菌感染分野
教 授 亀 井 克 彦 5 91 1(24 91)
助教授 佐 野 文 子 5 913(27 8 6)
助 手 栗 田 啓 幸 5 91 2( 7 8 5)
助 手 大荒田 素 子 5 91 4(27 8 7)
技術職員 詰 EEl 響 子 5 91 3
●系統 ･ 化学分野
教 授 西 村
助教授 矢 口
助 手 田 中
技術職鼻 滝 津
和 子
責 志
玲 子
香代子
●真菌資源開発分野
教 授 福 島 和 責
助教授 横 山 耕 治
●生態分野 (客員)
教 授 Eric R. Dabbs
助 手 田 口 英 昭
技術磯員
【事務部】
事務長 小 幕
59 1 5(24 9 2)
59 1 8(2 7 9 0)
591 6(27 8 8)
5 916
59 2 9(2797)
591 7(2 7 89)
59 34(2 7 98)
59 34
稔 5 9 01(24 8 5)
○総務係
係 長 増 田 栄 次 59 0 3(24 8 7)
主 任 童 沼 憲司郎 59 0 8(24 9 7)
誌常翌 古藤田 悪 里 59 0 4(2 4 95)
【分子機能研究部門】
●機能形態分野
教 授 川 本 進 5926(2 4 94)
助教授 山 口 正 視 59 28(2 7 9 6)
助 手 伊 藤 恵美子 5 9 27(2 7 9 5)
助 手 漬 水 公 徳 5 9 27
技術職員 大 桶 美佐子 5 94 1
●高分 子活性分野
教 授 三 上
助教授 知 花
助 手 宇 野
助 手 五 ノ井
技街職員 矢 沢
悼
勝
秦
ミム
ノ[コ
潤
逮
ミヨ≡
ノ日
59 2 2( 4 9 3)
5 93 2( 7 92)
5 9 24(2 7 9 3)
5 9 2 5(2 7 9 4)
5 9 24
●活性応答分野 (客員)
教 授 安 部 茂
【病原真菌 ･ 放線菌管理室】
技術職員 伊 藤 純 子 5 95 7
詰佐誓 松 EEl 千恵子
○研 究協力係
係 長 相
主 任 佐
川 敏 英
藤 保
5 9 0 5(2 48 8)
59 0 6(2496)
1. ( ) 内のダイヤル イン番号 は ｢043- 2 2 6-0 0 0+ となります ｡
2.FA X番号は ､ 外部か らは ｢043-2 26-24 8 6+､ 学内か らは内線 ｢59 0 2+ を使用 して 下 さい｡
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部門
●教授:亀井克彦
Pr Dfe s so r:K als uhiko Ka m ei
● 助教授 : 佐野文子
Ass o ciatePr ofe s so r:AyakoSa rLO
● 助手 : 乗B] 啓幸
Re s e a rch Ass o ciate :NobuyuklKu rita
●助 手 : 大荒田素子
●技術職員 : 給 田響子
Re se a rch Te chn i cia n :Kyoko Ya rita
●非常勤講師 : 多都田弘士
Visi 血g Lectu r e r:Fir o shi Tabeta
O その 他 の 研 究員 およ び研究生 大学院生
●技術祈佐員 :渡辺 哲
Rc se a rch Pr ⊂I m Oti【)rlT e chTlicia n :A klr aW ata n abe
●技 術補佐員 : 佐 藤錘曹
Re se a rch Pr o 皿 OtiD T)T e chiciarl:AyakaSato
●委託研究生 :村H 任輝
Re se a rch Stude n亡 Yo shile r uMu rata
●大 学院生 : 日暮活実 ( 医学薬学府博士課程)
Gr adu ateStllde nt:flir omi Figu r a shi
●大学院生 : 落合恵理 (自然科学研究科博士後期課程)
Gr adu ate Studer)[:ErlOcbiai
●大学院生 : 橋本任江 (自然科学研究科博士前期課程)
今日､ 骨肝移植､ 臓器移植､ あ る い は外科､ 救急医学 の領域 にお い て ､ 真菌症は極め て重要な役割を占めるよう
にな つ て い る o また ､ 慢 性 壊死性肺ア ス ペ ルギル ス 症 に見られる ように､ ほ とんど正常な免疫能を有する患者に も
重篤な深在性莫菌症が見 られ るよう にな つ て きた ｡ 真菌感染分野 で は ､ こ の ような真菌症の制圧を目的として ､ 病
原真南およぴそ の 感染症 に関する 研究を行つ て い る ｡ 具体的な研究内容はおおむね以下 の通リ であ る .
･ 真 菌感染における感染メカ ニ ズム/生体防御機構 :
感染は病原体 (こ の 場合は真菌) と宿皇 (こ の 場合は ヒ卜) の 防御機能との 戦争と い え る ｡ こ れ まで 人類は､ 抗
菌剤 (抗生物質在ど) で 病原体を殺す こと により感染症を治療しようとして きたQ しか し､ 抗菌剤の 開発は ､ 病原
菌の変異 との競争 で ､ -般細菌感染症 で は耐性菌や菌交代などに悩ん で い る o 真菌感染 で も､ 同様な問題 に直面す
る こ とは明らか で ､ こ れ を角牢決す るため には ､ ヒ 卜が真菌の侵入を防止して い る 免疫の仕組 みや ､ 逆 に真菌が ヒ卜
の 免疫を打ち破つ て 侵入す るため に使 つ て い る物質 (病原因子) を知リ､ こ れ を利用 して 治療す る 必要があ る o 私
たちは､ 1) い ま先進諸国で 最も重要な真菌 であ る ア ス ペ ル ギ ル ス ･ フ ミ ガーツ ス (Aspe rg/I/u s fumigatu s) の病
原国子 の研究､ 特に こ の 菌が産生す る 強力な白血球傷害物質の発見 ､ 2) ホ ストの栄養状態と免疫能の 研究 ､ な ど
を通 して ､ 真菌症の予防 ･ 治療に貢献して い る D
･ 遺 伝子解析によ る病原喜菌の 同定およぴ疫学 :
免 疫機能の低下した患者にお い て は､ 力 ン ジ グ症､ ア ス ペ ル ギ ル ス 症 ､ グJプ卜コ ッ ク ス 症などの 深在性真菌症
は､ 発症件数ならび に治療の 困難さ の面 で み ても､ 対応を急がねばならなし､疾患 で あ る o 真菌症 における原因菌の
多様化も近年日立 つ て きて おり ､ ノ ン ･ ア ル ピ 力 ン ス ･ 力 ン ジ夕 (n o n- albic a n sCand/
I
da) の 高頻度分離な どは
そ の 1 例 で ある D こ れ ら深在性真菌症で は確定診断の ため の原因菌の 分離 が困難な例も多く ､ こ の ような傾向は今
後ますます顕著 に なる こ とが予想され､ 分子生物学的手法などの 研究も必須 であ る o こ の 手法 に よリ ､ 我 々 は こ れ
まで存在しな い とされ て きた国内感染による ヒス トプラズマ症の存在などを明らか に して きた｡
- 輸入 真菌症 の診断 ･ 疫 学 :
近 年 の 急激な国際化 に よリ ､ 旅行､ ビジネス を含め海外との往来が頻繁になる に 従い ､ も ともと日本 には見 られ
なか っ た 真菌症 ( 輸入真菌症) が増えて い る ｡ これ らの棄菌症は感染力 の襲い もの が多く ､ また診断や治療 の仕方
は苦通 の真菌症と異なるo 具体的には､ ヒ ス トプラズ マ症や コク シ ジオイ デ ス症, パ ラ コ ク シ ジオイデ ス症などが
挙げられ ､ 私 たち の教室で は これらの真菌症 の疫学 ･ 診断法など の研究を続 けて い る .
･ そ の 他 :
･ 人望犬共通真菌症の研究
･ ス タキポ トリス . チi7一夕 ラ ム (Sta chybotlyS Cha rtarum) による肺傷害の研究
･ 真正担子菌症 の疫学およぴ診断､ 治療法の 研究
などを進めて い るo
病原真菌研究部門
T he D ivision of Fu ngalInfection is engagl ng ln Studie s on pathogemicfungi a ndre
lated infe ctions for
thepu rpos e ofov er c o m l ng m yCO SeS･ Thes eincr e a slng myCO S
eS ar e Cu rr entlys erious problem s allover the
w orldpalic ularlyfor bon e m ar r o wtr an spla ntatio n and organt
r a nspla ntatio npatients ･ The m ajor SPe Cific
res earchprojects ar e a Sfollo w s･
1. Me cha nis m of fungal infectio n a nd ho stdefense syste m: studie s On Vir ule n c
e factors ofAspe rgillus-
jiL migatus, studies on relatio nbetwe en hostn ut ntio n alstate a nd imm un o c ompete n ce･ etc ･
2. Epidemiolog ya nd identific ation ofpathogemicfu ngiby gen otype a n alysts: Studies on m olec ular
biologl C alide ntificatio n ofca u sativ efu ngiin de ep m yc osis c a
ses
,
which a r eoftenhardlyisolated, etc･
3. D iagn o sis a nd epidemiology of im ported m yc o se s: tud
ie s o n epidemiolog ya nd diagn o sis of
imported myc o se ssuch ashistoplasm osis andc occidio do m yc osis whic
h are r apidlygettlng C O m 皿 O ni
Japa n.
4. Other s
a. Studies o nmyc otic zo onosis .
b･ Studies o npulm on arydis order s c a u s edby Stachybot7yS ChaTta m m･
c. studies o n epidemiologyand diagn osis ofbasidio myco sis and the rape utic m ethodforit.
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アス /ち)L/ギ ル ス ･ ア ミガ
- ヅ ス (A spe TgJ7 lu s
fu m]gaEu S) の 顕 徴銃 写
塞 . 単列 性分 皇子 形成 装
置 , フ ラス コ 形 の 頂 蛮 ,
軽く うね っ て い る分生 子
柄が特 徴的.
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Right= 且u m a npolym o rpho n u cle a rle uko cyte sda m aged by
to xic s ubsta rL C e Spr odu c ed by AspeJ
･
g711]LIS Tu D 7Jgatu S;left:
c o ntr ol.
l =!
欧 釆で 乳 鬼突 発 性肺胞 出血 の 原 田
と して 疑わ れて い るス タ キポ トリ
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Lo op m ediated is othe r rn al a mplific atio n(L A M P)法 に よ
る危険 度 レ ペ ル 3 の 輸 入真 菌症原 因菌パ ラ コ ク シ ジオイ デ
ス ･ プ ラジリ エ ン シ ス (Pa r B C O C C )Ldlojde s bTIB SLJLe n s)ls の
迅 遷同定 ｡
A rapidide ntific atio ロfo r Pa r a c o c c,ldiD L
'
de sbI･ a Sjl]e nsJ
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s
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●教授 :西村和子
Profess or:Ka 乙uko N isbjrrl u ra
●助教授 :矢口貴志
Ås s o ciate Profes so r:Takashi YagLJChi
●助手 : 田中玲子
Re s e a rch As so ciate :Reiko Tall aka
●技 術職員 : 沌洋書代子
Re s e'1 rCh Te chrticiarL:K ayokoTakl Z a W a
●非 常勤講師 : 堀 江義 一
VisitingJR tu re r
l
. Yo shika z uFro rLe
●非常勤許師 : 高橋容子
V isitingLee(u re r:Y oke Yakaha sbi
○ その他の研究員およ び研究生 大学院生
●技術補佐 員 : 井 上京子
Re s e a rch Pro m otio nTe chnic 血 :KyokolI1 0 u e
●大 学院生 : 大堀 掲 (医学薬学肘博士部樫)
●受託研究生 : 小森凝耐
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病原真菌の分 類や同定に関して ､ 未だ数多くの解決す べ き問題点が残されて いる o 当分野で は ､
真菌の有性および無性生殖に関わる形態 ･ 生理 ､ ユ ピキノン などの細胞成分の化学構造､ D N A解析
在どに基づい て ､ 病原真菌の多相的な分類､ 同定研究を実施して いる ｡ こ の成果を活用 し､ 病原真
菌の幕斤規迅速同定法の開発を行い ､ 診断や治療に貢献するとともに ､ 病原性の解明研究に発展 させ
ようと試みて いる ｡
具体的なテーマ は以下の通 りである｡
1 . 新興病原喜菌の分類学 と系統解析 , 種内多型およぴ培養系並びに非培毒系における迅速同定の
研究
2 . 病原性 Aspe rgI
'
lu sおよぴ関連菌における形態および系統解析による分類学的研究
3 . 病原 性酵母 Crypto co c cu s n e ofoI
･
m a n Sにおける血清型に関する分子生物学的研究
4 . 当セ ンタ ー に保存されて いる Ca ndida 属およぴ Aspe rgI
'
Ius 属の分子疫学的手法による再同定
盛
T he re a r e 7Tl a ny pr oble ms left to be s olv edir)c)a ssificatior)a nd ide ntjfLC atio n ofpathoge nic fungi. T his divisio nis
eIlgag]rlg)nPOly phasjc cla ssific atior) a nd iderltflC atio nofpathoge nicfu ngi based o r) m orpllOlogya ndphysiolog yr elatedto
tele o m o rph a nd a n a m o rph, chemic alstru ctu res ofc ellular c o mpo n er)ts su ch as ubiqul n O n e, D N Aa n alysi s.
The spe cific proje cts ar e a Sfollo w s.
1･ Sttldie s O ELPhyloge A etic a) a tLalysis a nd iJltr a
･ Spe Cie spolym o rphjsJn Of eTrLe rgingft mgal pathogeTLS, a TId r apid
ide ntific atio niJ)the cdtu r e o r n o n･ c t11ttlre Syste m .
2･ Studie s o h m O rPhologicala ndphylogen eticalcla s sjfic atio n ofpathogellic AspeL
･
g7
-
〃a s sp p. a nd r elated ftlJlgi.
3･ Mole ctlLar biologicals上t)dies on se r oty pes ofthepathogerlicye a st, Ct･J PtO C O e CLIS Z7e OEo L･ ZZa L7 S.
4･ Re e x a n )in atioTI a ndgeJI Oty Pingl)fCaDdL
'
da a nd J4spet
･
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新真菌症原因菌オクE= コ ニ スの研究
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病原性アス ペル ギルス関連菌の分類学的研究
皮膚糸状菌アル スロデル マの 研究
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●教授 : 禰島和貴
●助教授 : 横 山耕治
Ass o ciateProfe s s o r二KojiYokoya m a
● 非常勤講師 : 繭林行雄
VistiTlgL巳Ct口re r :Y uk1 0 M a ebaya shi
(⊃その 他の 研究員お よ び研究生 大学院生
●技術補佐員 : 遠藤成朋
Re s e a rchPrD m OtiD rlT e chnicia r):S hige o Endo
●機 関研究員 : 近森 横
Po stdo cto ral Feuo w :M in o ruC hikaT n Ori
●大学院生 : 橋爪藤子 (自然科学研究科博士前期課程)
Gr adu ateStudetlt:Toko Ea shiz u m e
生物の多様性が見直され､ 生物資源として微生物の持 つ可能性が重要性を増 して いるo 未知の真
菌を含めた真菌は生理 活性物質､ 抗票菌､ 抗細菌､ 抗ウイル ス化合物な ど様々 な化合物を産生 して
いると想定で きる ｡ また ､ 真菌の遺伝子 は進化の過程を反 映した塩基配列として 保存される と同時
に多様性を持 つ て変化して いる o 我 々 の研究室 で は喜菌を資源として 保存する とともにその有効活
用 をはかり ､ 次に示 した研究テ ー マ を通 して 真菌症が持つ 問題解決の ために研究を続けて いる o
1) 遺伝子に基づく真南の同定､ 真菌症診断法の開発および系統解析
2) 病原真菌､ 関連菌か らの生物活性物質の探索
3) 病原因子 ､ ■病原真南代謝酵素などの プロテオ ー ム解析
4) 形態形成､ 病原性に関わる遺伝子発現の研 究
5) 国際共同研究の推進を通 した病原真菌の収集と保存
In re c e ntye ars, n e ces sity Ofthe sto cks of bio re s o u rc e s andge e res o u rc es a re str o ngly adv o c ated in w o rldwide . h the
fieldof m edic al myc ology･thepr ogre ss of m edicin e a nd m edic alte clmologyha s m ade so m e relu ctantre s ults a sin cr e aslng
the n u mbe rs ofim m u n o c o mpr omis edpatie nts a nd op po rtt,nistic myc o se sin the m･FtJrthe r m o r e,the div ersity Ofetiologic al
age nts o c c u rs a s a n other s erio u sproble m. Unde rthe s e c o nditlO n S, re s ea rch a ctlvities ofthis di visio n ar efo ctlS ed o nthe
follo w ingS ubje cts as adivis o n of Departm e ntof Pathoge nicFu ngi.
1)Ide ntiITC atio Jl a Tld phyloge ny ofpathogcnic fungia nd de v elopJTle nt OfgeI一etic diagn o stic m ethods ba s ed o n tll e
y a rio u sgell eSfo rfungal dis e a s es.
2)ScJ
'
ee ning ofn e wbiologic ally a ctiv e m etabolites, stl Ch a s a ntifungal age nts, fro m pathogellic fuIlgi a nd r elated
ta x a.
3)Pr ote o rn e a n alysis oftll e C atIS ativ epr oteill S Ofmyc o s es a nd fungale11 1y7 ne S.
4)Stlldies o nge n e e xpr e s sioTLOfTbOrPhogen e si a nd infe cti vi ty.
5)Colle ctio n a ndpr es e r v atio n ofpatl10ge 血 fu.lgithr o llghinte rJlatio n alc o ope r ativ e w o rks.
病原真南研究部門
真菌資源開発分野
■ 病原因子の解明
■ 真菌同定法の開発
■ 真菌症診断法の開発
■ 真菌症治療薬の 開発
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生態分野 は､ 毎年外国人研究者を客員教授と して招聴し ､ グロ ーバルな見知で 研究協力を推進する
目的で設立された ユ ニ ークな研 究分野である o
客昌教授には当真薗医学研究セン ター の1 9 97 年の 改組以来､ カナ ダ ､ チ ェ コ共和国､ ブラジル共
和国 (2人)､ 英国 ､ ブル ガリア およびイタリアと言 つ た多くの国々 から優れた研究者が赴任されて
い るo 真菌症や菌学に係わる独自の領域に高度な知言裁と技術をも つ彼等の参加は､ ホス ト研究者をは
じめと して本セン ターの研究活動､ 国際交流の新しい エ ネルギーとな っ て いる ｡
本分野では現在､ 以下 の研究を行つ て いる ｡
1)菌糸形患における抗真菌剤の作用機序の研究
2)真菌類による環境汚染物質の生分解に関する研究
T his D ivisio nhasbeellin stl(uted to m ake c o一labor ative studies fro m the global vie wpoi-1tby a c c epting a n o r)-Japan e se
r es e ar cher a s vjsitl ng PrOfe ss o r･SirlC ethe re o rgamiz atio nin1 99 7 into thepres e ntRe s e ar ch Ce nterfo rPathoge nic Fu ngia nd
M icr obial To xic o s e s, edge-c utti ng r es e ar che rsha v ebe e nin vitedfrom m a ny cou ntrie s s u ch asCa n ada, Cz e ch Republic,
Bra zil(2 pers o n s), the United Kingdo m, Bulgaria and Italy, and c ollabo r ativ e Studie shav ebe e n 仁o r)du cted in individ 血1
fields re sultinga chie v e m e nts a nd c o ntributio ntotheinte rn atio n alc o mm u n lty.
r
nle SCie ntificprogr am sinthis divisio n a re a sfollo w s:
1)Actio n m e cha nis m ofantiftlrlgalage lltS Spe ci al lyfo rtllefila m elltOtlSfu ngi･
2)Biodeg mdatio T) Ofe11 ViJ
･
O n m e ntalpo])tlta ntSby fungi･
1 9 9 7年磨から2 00 3年度に赴任 した菩昌教授
⊂)平成9 年度:Dr. Ra ndolph Sidn ey Cu r r ah
カナ ダ国ア ル バ 一 夕大 学生物 科学部 教授
皮膚感 染 を起 こす 非皮 膚糸状 菌規 の 研究
( No n-de r m atophytic fungithatc a u s e s upe rtlcial infe ctio n s).
⊂)平成 10年塵 : Dr.Ma rie Zorie Kope cka
チ ェ コ 共和BLrマ サ リ ク大学 医学部生 物字 数室助 教授
出芽 ､ 分裂 酵母 と病原 貞菌 の 細胞 生物学
(CeJl biolog yof pal hoge nic fu ngi a nd bud d ing a nd Fis sio n
ye a sts).
0平 成】1年度 : Dr.Ma ria Ma rlu c edo sSa nto s Vile a
ブラ ジル 連邦 共利国サ ン パ ウロ州 立カ ン Lj-ナス 大字医学部助 教授
免 疫不 全小児 より分 離され た病原三=L筒 の 研 究
(Defe rl S e m e Cha nis m s o=1 D St again stfu nga】infe ctio n).
0平成1 2 年 度:Dr . Smith StepTl e nN igel
連合王l司ア ス トン 大学粟 学生物 科学部 坪数 授
病原性 酵母 の寿uF他生 物学 的研究
( Mole c ula r a nd c el】u】a rbiologyofpathoge rlic ye a sts).
○平成13年度 :Dr.Iv a r】o v aVe n elka Boja n o v a
プ ル ガ[) ア､ プ)L/ガ リア科学 アカ デ ミー微生物研究JIYr助教授
病J京性徴生 物の 二 次代謝産物 の 梢 造決定 に 関す る研究
(Str u ctu r alelu eidatio n o n s e c o nda ry m etabolite s orpathoge nic
mic r o o rga nis m s).
○平成14 年度
イ タリア ､ トリ ノ大学 感狭 研究所 教授
ヒ 卜1V 傾 肺 胞 を用い たCa ndida dubl)
'
T7ie ns]s の 付 着 に 関す る 研究
(A d he r e rl e e Of Ca ndLda dublL
'
I]1e I] Sis to hu m a nbu c c al EL nd
v agin alc ells).
○平 成15 年度
プラ ジJL,迎邦共 和 国サ ン バ ウt j州 立 カン ピ-ナス 大学 医学部 教】受
分子疫学 お よび院 内感洪
(Mole c ula r epide mlologya nd ho spltal infe ctio n s).
⊂)平成16年 度 : Dr.Eric R.Dabbs ( 予定)
南ア フ リカ ､ ウ ィ ッ トウオ ター ス 大字 逓伝学部
病原真南研究部門
掛
ド
k
榊
トミ
と
1
L タ
Life cycle or A.IuI77JgEZtuS
c9H. 9 ◎ o H
C Cgr aph clr 41n O ny)phe n ol
- A
-
B
- C
- D
3 0 B O 9 0 1 2()
T lm l)(rr[ln)
Hy pha of A.fu n7]gZ!(i(S
Aspe rgjJJu sFLLITlg8[u sの 菌 糸に対 する2剤L)f用 法の 泣 い に よる効 罪
A:対 象 ( 薬 剤列l( 添加)､ B:A M P H とM C Zを 同時 (,% 矢 印) に 作Jll､ C:AM PtL を作 間 ( 盟 矢ETJ) ､ 3 0 分 後に M C Z を作FEl (赤矢 印) ,
D:MC Z を作 用 ( 坦矢印)I 3 0 分後L=AM P H を作用 (赤矢印)｡
SyTle rgistic effe ctofA MP Hand M C Zo Tltil e gr o wth r ate oFa single hypha of Aspe rglllu sILL migatLJ S.
A:Co rLtr O[(n o ad dit o n), B:A M P t[a nd M C Zw e re el也ded sim ulta zl eO u Sly., CニA M P Ha nd M C Zw el
.
e ad ded at the tirrle
indic 81ed by a bEaek a r r o w a nd - でd o n e, r e spe ctiv ely, D:M C Za nd A M P Hw e r e added at (helirn eiEld i(､atedby a black a rr ow
a nd r ed o n e. respecliv eiy.
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子機能研究部門
●教授 : 川本 進
●助教授 : 山口 正視
Ass o cia[e Profe ss o r:Ma s a shi Ya m agtlChi
●助手 : 伊藤恵美子
Re se ar ch Ass o ciate :五 mikolt()
●助手 : 清水公徳
Rese a rch Ass o ciate :KiTTlirl O ri S hirrlz 1】
●技術職員 : 大柄美佐子
Re se a rch Te cbrliciaTl:Mis ako Ohkl】S u
●非 常勤講師 : 菅原敬倍
Visjtir)g Lectu r e r:K eishinSuga w a r a
●非 常勤講師 : 明石 敏
Visiting LectLlr e r:To shiAka sbi
本機能形態分野は ､ 真菌感染症の病因 ･ 制御に関する臨床応用 にまで 発展 させる ことをフ ァ イナ
ル コールに して ､ 病原真菌の分子細胞生物学的基礎研究を行う ことを目標にする ｡ 病原真南の細胞
構造 ･ 生理機能を遺伝子 ･ タ ン パ ク質な ど分子 レベ ルで ､ 更には ､ オルガネラ レベ ル ､ 細胞レベ ル
でE)月らか にする こ とを目的にした分子細胞真菌医学を志向して 行きたい ｡ 本分野において は ､ 遺伝
子科学 ･ タ ン パク質科学を基盤 とした分子生物学的 ･ 遺伝子工 学的手法および電子顕 微鏡など微細
形態学的手法とを軸に して 喜菌医学分野 の 各研究課題にアフロ - チ したいD 近年の生命科学の最 先
端分野で ある ｢ゲノム科学+ ｢プロテオーム科学+ ｢構造生物学+ なども積極的に活用し つ つ ､ 国内
外研究者との共同研究を推進 して諸研究課題 に取リ組んで行きたい ｡ 更 には ､ 生存必 須遺伝子 の探
索 ･ 同定､ そ れをターゲ ッ トと した活性阻害物質のス クリー ニ ン グ ｢ゲノム ･ プロテ オーム創薬+
ヘ の発展 も期待したい o 現在､ Cry pto c o c c u s n e oた)r m a n sのプロ テオ ー ム解析を､ 本酵母のゲノ
ム情報を基盤 にして ､ また他の生物種に先駆 けて最も早 くゲノム 解読が完了 した Sa c charo myc e s
c e rev/
r
sI
'
a eの膨大なゲノム ･ プロテ オ - ム情報も参考に して行い つ つ ある o
1 4
Myco s e sar e c a used byinfe ctio n ofpathoge nicfu ngi･ 1r1 O rde rto find effe ctiv ethe rapya ndpre v entio nfo r myc o s es,itis
e ss entialto u nde rsta nd pathoge nic fu ngithe m s elv e s.
"
Divisio r) of Ultr a stru ctll re a nd Ftl n Ctio n
”
aim sto clari fy the
stru ctllre ar)d fu n ctior1 0fpathoge nic fu ngl at the m ole c ular a nd c ellula rle v els･ W e study c ellstr u ctu re a ndphysiolog yln
the r es e ar ch fieldof m ole c ular alld c ellular m edic al-myc olog yu slr)g ge n O Trlic , pr ote o mic a nd ele ctr o n- mic r o s c opICal
a n alys e s,ln o rderto us ethe rrlOe ctllardatafo rthe re s e arch fields, stl Ch asphyloge nic a nalysts, pathoge nic fa cto r a n alysュs,
a nd ge n o mic s/pr ote o mic s-ba s ed drug dis c o v e ry/dev elopm e nt, w eha v ebe e nperfo r m lrlg the pr oteom e a n alysュs Of
CTFPtO C O C LtS n e Ofo n 77a n S, W e ar e also v ery m u ch inter ested in c ollabo rating With res e a rchersin o r o utsideJapa nto solv e
v ario u sproble m s ofpathogemicfu ngl.
分子機能研究部門
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●教授: 三上 賓
Profe s s o r :Y u z m Mika mi
●助 教授 : 知 花博治
As s o ciate Profe ss o r:Eiroji C biba rl a
●助手: 宇野 滑
●助手 : 五 ノ井 透
●技術職員 : 矢 沢腰清
Re s earcb Technic血 n :I(atsllklyO Y a z a w a
●非 常勤講師 : 石渡壁 一 月好
VisitingLectt]r e r:且e n-icb m Ishiw atari
●非常勤講師 :鈴木健 一 朗
VisitlTlgLe ctu re r二7Ee n-icb iroSu z Dki
O その 他 の 研究員およ び研究生 ･ 大 学院生
●学術研究支援員 : 岡 余緒
Ac ade rnicRe s e a r chAs sista nt:N a o O ka
●学 術研究支援員 : 長 沢栄央子
Ac ad巳mic Re s e a r ch Assista nt:Na oko Naga sa ＼v a
●技 術補佐員 : 谷 口群美
Re s e a r ch Pro m otio r)Te chr)icia n :M aiT Tli Ta nigu chi
●研 究補助 : 山本 や よ い
Te chnicia n :Yayoi Ya m a m ot
●大 学院生 : 渡辺任世 伯 然科学研究科博士後期課程)
Gr adtl at巳Stude nt:Kayo W ata n abe
●大 学院生 : 星野寮陸 伯 然科学研究科博士後勤評樫)
●大学院生 : 飯田尉治 (医学兼学府博士課程)
Gr a血 ateStude山:So ujilida
●大 学院生 : アメ ト モ ハ メド･ )ヽナ フイ(医学薬学府博士課程)
Gr adu 且teStude n亡A hm ed Moha m ed llarLafy
阜
l
育那
●大学院生 : 向井 啓 ( 医学薬学府博士課程)
｢
●大学院生 : 長 谷川太 一 ( 医学薬学府博士課程)
Gr adu ateStlユde nt: Taichi11a s 巳ga W a
● 大学院生 : 薮 蚊久美子 (自然科学研究科博士前期課程)
Gr adu ateStude nt: Ku Tniko Sh ikl n a mi
● 大学院生 : 田中美紀 伯然科学研究科博士前期課程)
●大学院生 : 日比崇弘 ( 自然科学研究科博士前期課程)
Gr adll ateStLlde nt:T akahir oEibi
● 大学院生 : 上 野圭吾 ( 自然科学研究科博士駒耕課程)
Gr adu ateStude n亡Keigo Ue1】0
本研究分野は喜菌や放線菌によ っ て もたらされる疾病 ､ すなわち ､ 感染症 につ いて ､ その成因や
特徴の解日月､ 並 びに制御法 の 確立 を目的と して ､ 主 として生体高分子 の構造と機能の面 から､ 分子
生物学 的に検討している｡ 病原真菌およぴ放線菌はその感染因子 として ､ 高分子性か ら低分子性の
極めて 多様な物質を生産す るこ とによ っ て ､ 感染を成立 させる ｡ これの病原菌の生産する物質の 解
明は感染の予防のみ 在らず ､ 治療にも役立 つ こ とが期待されておリ､ さ らに病原菌の生産する物質
を医薬と して 開発す るこ とも研究目的とす る o 病原 真菌 ､ 主 にCa ndI
'
da albl
r
C a n Sや病原放線菌
No c a rdia farcinic aゲノム 解析が進行して い るこ と から､ 遺伝子機能の解日月を進める こ とによリ ､
真菌症の 感染機構の研究や優れた抗真菌剤やノ 力ル ジア症 の治療薬の開発に も多くの進展が期待出
来る o 本研究分野 はこれ らの諸問題 に対処するために ､ 遺伝子= 学的手法､ 生化学的手法 ､ マ イク
ロア レイや パ ッ チクラン プ法等を駆使して 研究を進 めるo
n is Divisio nisin v e stlgatlng theinfe ctl O n S C allS ed byfungia nda ctinomyc etesby m ole c ularbiologlC alappr o a ch m ainly
fr o mthe a spectofstru ctu res a nd fu n ctlO n S Of lo w to high m ole c ula r w eight m etabolite sfo rthe purpo s e ofclarlfyingthe
c a us es a nd fe atu r e s ofs u ch infe ctio n s a nd establishing a m ethod to c o ntrol s u ch infe ctio n s･ Pathoge nic fu ngi and
a ctl n O myC eteSindll C einfe ctio n sby produ cing e xtr e m ely div e rs e S11bsta n c es･ Sin c ein v estlgation ofthes e s ubstan c e s
pr odu c ed by pathoge nic fungi a nd a ctin o myc etesis c o n side redto be u seful fo r n ot only pr e v e ntl O nbut alsotre atm e ntof
s u ch infe ctio n s, this Divisio nis c ar ryl ng fo r w ardr es e a rch aim ingtO de v elopthe m etabolic produ cts ofpathoge nic fu ngi
a nd a ctin o mycete s a sphar m a c e utic als . The ge n o m e a nlys e s ofpathoge rlic fu ngi, m alny Ca ndL
-da albL'c a tzs, a nd
pathoge nl C a Ctl n O myC ete S, m airly No c aLldJ
-
a 血 ℃L
'
D )
-
c a, aregO lng O ll･ Cla rific atio n Ofstl Ch ge n etic ftln Ctio n s will le ad to
cla rific atio n ofthe m e chanis m of infe ctl O n Sindu c ed by fu ngi a nd a ctin omycete sas wellasde v elopm e nt ofe x c elle nt
therape utic age nts. This Di vis o nis c arryi ngfor w ardthe re s e ar ch for s u chpu rpo s e sby a cti v ely adopti ng ge n e e nglll e erlng
m ethodolog yIn cluding micro arr ay a nalysis,bio chemic al m ethodology, o rpatch
- clu mp m ethod, etc･
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Scientificc o n c epts :Bio a ctive c o mpo undsfro n7
pathoge nic a ctin omycetes a nd fu ngl
管 (病原菌を用いた新しい医薬の開発)Pathoge nicfu ngl a nd a ctin o myc ete s
(病原性放線菌および真菌)
- L7
ScfeenlngSOfbioactive co mpo unds
(探索)
可■■一
Researchofinfection mechanismbygenome
(ゲノムからの感染メカニズムの解明)
新しい医薬
1.Antifu ngaJs
2.lm m u n o s uppre ssiv e age nts
3.Sider opho res
4.Re c eptor a ntago nists
5.En zym einhibito rs, others
J
′
T ,
'
＼ 日
北大大学院薬学研究科
名城大学薬学部
東邦大学薬学部
富山県立大学工学部
東京大学分子細胞学研究所
千葉大大学院自然科学研究科
国立感染症研究所(北里大)
No cardiage no m e sequ n ce
叫 ･
. .
P■
.
. i_I .:･
No c a rdiafa rcinic agen o m e
二日!⊃G E NIC F] N G l
真菌感染症の診断､ 予防､ 治療法を考
える時､ 寄生体としての真菌側からの ア
プロ ー チだ けで なく ､ 宿主応答の解析も
重要 と考える ｡ カン ジダ症 ､ アス ペルギ
ルス 症､ 白癖等における病態 として の組
織炎症反応および生体防御反応の解析を
行い ､ その知見を墨 に動物モデ ル等を用
いて ､ それらを制御する手段を用 いて 新
たな治療法の開発 をめ ざす ｡
活性応答分野客員 教授の受入状況
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●客員教授 : 安部 茂
Gu e stProfe ss o r:S higeI℃ A be
(帝京大学医真菌研究セ ンタ ー 長, 教授)
○平成 2年度 : 大泉 康
東北大学薬学部生物薬品製造学教室教授
○平成 3年度 :宇田川俊 一
元厚生省国立衛生試験所衛生微生 物部第三室長
○平成 4年度 : 上野 芳夫
東京理科大学薬学部教授
○平成 5年度 : 門脇 清
ヒゲタ醤油株式会社常務取締役
○平成 6年度 :杉山晋 -
キ ッ コ ー マ ン 醤油株式会社常務取締役 研究本部長
○平成 7年度 : 国中 明
ヤ マ サ醤油株式会社常務取締役研究開発本部長
○平成 8年度 : 井上重 治
明治製菓株式会社薬品総合研究所顧問
○平成 9年度 二 鹿川秀夫
上智大学理工学部特別契約教授
○平成1 0年度 : 一 戸正勝
東京家政大学家政学部栄養学科教授
○平成1 1年度 : 近藤恵二
キリン ビ ー ル 株式会社基盤技術研究所主任研究員
○平成1 2年度 : 渡辺幸彦
理化学研究所主幹
○平成13年度 :比留間政太郎
順天堂大学医学部皮膚科学教室講師
○平成1 4年度 : 川本 進
横浜市立 大学医学部細菌学講座講師
○平成15年度 : 川本 進
横転市立 大学医学部細菌学講座講師
分子機能研究部門
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多くの真菌症原因薗は､ 栄養体である菌糸とそれから生 じる分生子 (無性胞子 ､
一 般に胞子 とよぶ) とで 増殖を行う無性型 と ､ 有性生殖を行い子嚢果を形成し､
その内部に子葉胞子 (有性胞子) が散在する有性型を持つ ｡ アス ペ ルギルス 症の
代表的な原因菌で ある Aspergil/u sfu migatu sの有性型である Ne o s a rto rya 属 の
生 活環 を図①に示す. 本属の子嚢胞子 は多彩な表面構造 (図⑤-⑦) を示す o
① Ne o s arto rya 属菌の生活環
班
②､ ⑨ Ne o s a rtorya 属の分生子形成 ④分生子 ⑥､ ⑥､ ⑦子嚢胞子
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r 平成16年度共同利用研究に つ いて
番号 研究課題 代表者
0 4-0 1 人封共通真菌症の分子疫学的研究 麻布大学単式医学部 ･助勢投 ･ 猪股酉夫
04 - 0 2 BrasilicardinA の生合成研究 菖Lu県立大学=学部 ･ 助教捜 ･ 大利 徹
04-0 3 エジプトの土壌から新たに分離した真菌の代謝産軌こ関する研究 千葉大学大学院自然科学研究科 ･ 教授 ･ 安藤昭一
04-04 海洋生物を素材とL,た抗真菌物質の探索 北海道大学大学院薬学研究科 . 教授 ･ 小林芳一
04-0 5 魚介類の真西症原因菌の分子生物学的研究 日本獣医畜産大学 ･ 教授 . 畑井喜司雄
04106 動物の葉蘭症 ･ 放線菌症の診断 動物衛生研究所 感染病研究部感染病理研究茎･ 室長･ 齢 亮
04-07 白血球の抗真函活性に及ぼす食DE=n成分の影響 会滅学院大学生5謂境学部 ･ 教授 ･ 近藤博信
04-08 本≠陀分離されたTr/chophyton m entagrophytes var,einaceiの分子疫学的研究 金沢医科大学皮膚科 ･ 助教授 ･ 望月 隆
0 4-0 9 ブラジル土壌中の更菌の生態ならびにマイコトキシン生産菌に関する研究 干葉県立中央博物館 ･ 分館長 ･ 堀江義一
0 4-1 0 硝酸銀の抗真薗性とその分子機序に関する研究 中京女子大学償康科学部 ･ 教授 ･ 河合 清 ▼ _ー,.,,I,,
04-l l In sl
r
tUでの分子生物学的手法による組織内真菌の検出 ･ 同定 北里大学北里生命科学研究所 ･ 講師 ･ 村山環明
04-1 2 真南の有毒2次代謝産物と産生菌の分子分類 干葉県衛生研究所 ･ 主席研究員 ･ 高橋治男
04-1 3 病原性闘カンジ9
'
･アルピカンスにおける反覆配列を介した染色体再配列の誘導と形即)変化 奈良女子大学理学部 ･ 教捜 ･ 鈴木孝仁
04-14 真菌とリー シュマニア原虫のステロー ル生合成系の共通特性と阻害剤開発に関する研究 群馬県大学医学部 , 助教授 ･ 片倉 買
0 4-1 5 票菌の低酸素条件へ の適応機構 東京大学大学院農学生命科学研究科･ 教授 ･祥雲弘文
04-16 魚類の抗酸菌症原因菌の同定および原因菌の分子生物学的研究 El本獣医畜産大学 ･ 講師 ･ 和田新平
04-1 7 カンジタ薗母の形態変換制御遺伝子群の発現動態と組換え体による病原性評価 高岡歯科大学 ･ 助教捜 ･ 長 環
04118 環状構造を有する抗生勧賞の抗真菌漕性に関する研究 東邦大学薬学部 ･ 助教授 ･5深井俊夫
04-1 9 Asperg/
r
IIusfu mlbatusの病原性に関する研究 城西国際大学薬学部 ･ 助教授 ･ 関根利一
04120 マウスにおける人獣共通真菌症の研究 理化学研究所 L 先任研究員 ･ 池 郁生
04-21 ストレスに伴う病原真菌感染防御機能の低下と食品B旨質成分による改善 徳島大学医学部 ･ 助教授･ =川 贋
04-2 2 カンジタ ･ アルピカンスにおける抗真薗矧作用と活性酸素産生の関連悼 日本歯科大学新潟歯学部 ･ 数捜 ･ 青木茂治
04-2 3 真菌からの生理藩性物質の探索 星薬科大学 ･ 教授 ･ 河合真一
04-24 病原性酵母Trl
'
chosporon asahi/のバイオフィルム形成阻害 明治薬科大学微生物教室 ･講師 ･ 杉田 隆
04-2 5 Ma/assezia尾酵母の分子系統及び保存に関する研究 靴学研究所微生物機能解析茎 ･先任研究員･ 即題文
0 4-26 真菌細菌の菌種間相互作用における担微細横道 明治薬科大学微生物学教室 ･ 助教授 ･ 池田玲子
0 4-27 活性汚5FBLこおける病原放緑菌に関する研究 山梨大学医学I学総合研究部社会システム系欄教授･祁博康
04-28 真菌分子誘導の好中球活性化の微細構造解析 国立感染症研究所 ･ 室長 ･ 鎧木和男
0 4-29 好熱性糸状菌mermoascus aurantiacusによる酸化酵素類の生産と細胞内微細構造の解析 千葉大学園芸学部 ･ 教授 ･ 藤井責日月
0 4-3 0 病原性微生物が生産する第二次代謝産物や酵素とその病原性の関連に関する研究 名城大学薬学部 ･ 教授 ･ 原田健一
0 4-31 病原性放線菌由来の天然生理活性物蛋の探索研究 東京大学分子細胞生物学研究所 ･ 助手 ･ 新家- 男
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■共同利用研究受入状況 (年次推移)
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■平成15年度共同利用研究会
全国共同利用研究機関で ある当セ ンターは毎年共同利用研究と同時に研究会を公募 して いる ｡
研究会は本セ ンタ ー の教員と外部の研究者によ っ て 提案されたテ ーマ に つ いて ､ 本 セ ン ターの運営協議
会において審議し ､ セ ンター教員会議で選考の上決定する Q 研究会 へ の参加者は予算の範囲内で本学の旅
責支給基準に基づいて旅費が支給される ｡ また学内の施設の 使用を希望する場合は利用手続き等の便宜を
はかります ｡
在お､ 平成1 5年度の研究会の名称と参加者は以下の通りで す｡
●第1 回 二形性貴簡分子遺伝学研究会
9月24日
代表者 : 知花博治
参加者 : 久原 哲
宮川洋三
中川善之
(千葉大学･ 助教授)
(九州大学大学院. 教授)､ 三上 裏 (千葉大学･ 教授)
(山梨大学･ 助教授)､ 長 環 (福岡歯科大学･ 助教授)
(名古屋大学大学院･ 助教授)
●第 2回 二 形性真菌分子遼伝学研究会
11月2 2日
代表者 : 知花博治
参加者 : 久原 哲
三上 嚢
中川善之
中山浩伸
(千葉大学 ･ 助教授)
(九州大学大学院･ 教授)､ 新見昌 一 (国立感染症研究所 ･ 室長)
(千葉大学 ･ 教授)､ 長 環 (福岡歯科大学･ 助教授)
(名古屋大学大学院･ 助教授), 宮川洋三 ( 山梨大学･ 助教授)
(鈴鹿工業高等専門学校 ･ 講師)､ 紅 胴浩 (名古屋大学大学院 ･ 助手)
■共同利用研究会受入状況 (年次推移)
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Eta
○技官 :伊藤純子 ○研究支援推進員 : 松EEl千恵子
微生物および感染症の研究には､ 本来 の性質や病原性を維持 したまま用
いる こ とが重要 である o ま た ､ 遺伝子資源や有用物質探索とい っ た観点か
らも南棟保存の重要性はますます高ま つ て い る ｡ 当セ ンターで は､ 腐敗研
究所 ､ 生物活性研究所､ 更核微生物研究セ ンターとい っ た幾多の変遷を経
ながら､ 一貫して 病原真菌と病原放線菌の研究を主要な研究テ ー マ の一つ
と しており ､ そ の コ レク シ ∃ ン は当セ ン ターの特色 の一 つ とな つ て い る ｡
事実､ 当セ ン ターの病原喜菌コ レクシ ∃ ン は ､ 我が国随一であるのみなら
ず､ こ の種のも の として は欧米各国の代表的微生物保存機関に充分比肩 し
得る存在とい える｡ 保存されて い る薗株には､ 日本国内のみならず､ 中国､
台湾､ 琵国､ タイ､ 南北ア メリ力大陸､ 北∃ -口 ツ パ など世界各地の患者
ある いは環境から分離された菌株も含まれてお り､ ごく一部の特殊な菌種を除けば､
鞠
L ___⊥___+
事実上 ､ 病原真菌のす ぺ て
の菌種が揃 っ ているとい っ ても過言 ではないo こ の ような実績が認められ､ 当セ ンタ - は 20 0 2年に文部科学省
によ る ｢Natio n al Biore s o urc eProje ct- 病原微生物+ の中核的機関と在リ､ 真菌 ･ 放線菌の遺伝資源保存施設と
して 揺る ぎな い地位を確立 した｡
■収集方法は?
当室 で 保存して い る菌株の多くは､ セ ン ター内の研究者およぴ共同研究者によ つ て 分離同定され､ ある し斗
考資料として収集されたもの であるが､ そ の ほかに他機関から同定を依頼された菌株も相当な数にの ぽるニ‾ー‾
■ コ レクシ ョ ン の規模は?
保存菌株数は近年急速に増加し､ 現在､ 真菌約1 0,0 0 0株､ 放線菌約 1.20 0株に達した ｡
■コ レクシ ∃ ンの意義は?
こ の コ レク シ ∃ ン を用 い て 分子診断学､ 分子疫学､ 分子系統学､ ある い は活性物質の ス クリー 二 ン クなど様々
な研究に用いて いる ｡ さ らに､ 国内外の研究 ･ 教育機関からの依頼に応じて ､ 研究､ 教育､ 臨床検査の参考株と
して ､ ある い は新薬開発を目的としたバイオテクノ ロ ジ- 研究の遺伝資源などとして提供して い る o
薗株リ ス ト(刊行物)
1) 千葉大学実核微生物研究セ ンター
■同定等の依頼は?
医療機関などから の依頼に基づき ､ 臨床分離株の 同定､
薬剤感受性の消り定などを行い ､ 臨床研究および診療に昌商犬
して いる｡
なお､ 当セ ンターに保存されてい る南棟の詳細は､ 千葉
大学喜核微生物研究セ ンタ- 病原真薗及び病原放線菌リス
ト (第1版 ､ 1 9 9 1年) およぴ IF M List of Pathoge nic
Fu ngi a nd Actinomyc ete swith Photomicrogr aphs
(Se c o nd Editio n, 1 9 9 8) に掲載されて おり､ さらに近日
中に菌株データ ペ ース として w eb上に公開の予定で ある ｡
病原真菌および病原放線菌リス ト
2) lF M Listof Pathoge nic Fu ngia nd Actin o myc etes with P hotographs .
3) lF M List of Pathoge nic Fu ngia nd Actin o myc ete s with P hotographs .
3) lF M List of Pathoge nic Fu ngia nd Actin o myc ete s. Ap pe ndix , 20 04.
第1版 1 991 .
FirstE dito n, 1 99 3.
Se c o nd Editio n, 1 9 9 8.
病原責菌および放線菌株の同定
喜菌セン タ ー は各医療機関の要言割こ基づい て ､ 患者より分離された病原真菌およぴ放線菌の同定を行つ て いるo
平成1 5年度の実績は以下の通リ である.
病原菌名 同定菌株数 (株数)
病原真菌 バ イオセフ テ ィレ ベル Cla ss1 , 2
バ イオセ フ テ ィレ ベ ル Cla ss3
4 1
2
病原放線菌 バ イオセフテ ィレ ベ ル Cla ss1 , 2 8 6
2 2
【T
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真 西 放線菌
ア ジ ア 4.6 7 1 1 3 5 4
(国内原産) (3,5 3 7) (1 20 5)
オセ ア ニ ア 1 7 7
北ア メリカ 7 7 9 1 5
南ア メリ カ 1,8 5 5 1
ア フ リカ 1 75
∃
一 口 ツ パ 1,2 3 1
不明 1,7 2 7
合計 1 0,6 1 5(樵) 1,370(樵)
(2 0 0 3年1 2月31日現在)
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真菌 教育 372(57.4%)
大学の研究 22 (3.4%)
企業向け レフ ァ レン ス 3 6 (5.6 %)
有用物質の共同開発 7 (1.1 %)
放線菌 国際研究協力 1 3 3(2 0.5 %)
センタ-関係割こよる論文発表で使用された菌株数 1 8 4
研究 ･ 有用物質の開発 7 3(l l.3 %)
合計 64 3株(年平均)
(1 9 9 9- 20 0 3年)
その他 8 %
海外2 5%
民間病院6 %
市町村立病院
､
7 %
私立
(1 9 9 7.1 .1 - 2003.1 2.3 1)
千葉大学1 3 %
他の国立大学 7 %
＼
国立の医療機関1 1 %
都道府県医療機関 7 %
?pl O %
保頑衛･共済病院8 %
23
■真菌
No rth Am e ric a 779
USA 4 1 1
Baha m a s 1
Can ada 8 3
Co sta Ric a 2 45
Cuba 9
Do min∃c anRepublic 1
Me xic o 8
Gu[fof Me xic o 1
Ho ndura s 4
+a m aic a 2
Nic aragu a 2
Pa n a m a 4
Pu erto Ric o 8
So uth Am e ric a 1,8 5 5
Arge ntin a 16
Bra ziL 1 ,61 4
Brazil(A m azon) 7
Chile 15
Colo mbia 6 1
Ec u ador 4
Fre n ch G uia n a 5
Guya n a 3
St Do mingo 1
Surin a m e 5
Urugu ay 7
Ve n ezu ela 1 1 7
A fric a 1 7 5
1Afric a 2
Central AfricanRepublic 1
W e st Afrjc a 1
So uth Afric a 65
A lgeria 1
Co ngo 1
Eg y pt 26
Et hiopla 3
G ha n a 1 8
Guin e a 1
lv ory Co ast 5
Ke nya 8
Madaga sc ar 4
M ala wi 3
Mo ro c c o 1
Mo za mbiqu e 2
Narnibia 1
Nige ria 9
Rw a nda 2
2 4
So m alia 2
Suda n 3
Togo 1
Uga nda 4
Zaire 1 0
Zimbabw e 1
Asia 4,6 71
B huta n 2
Ceylo n 3
Chin a 4 9 0
lndia 7 4
1ndo n e sia 2 2
lra n 5
lraq 1
･lsra e】 1
+apan 3.5‾3 7
Ka z akhsta n 1
Ko re a 40
Kuwait 4
Malaysla 5
Mya n m a r 1
Nepal 4
Pakista n 6
P hilip pln e S 1
Sa ud i Arabia 1
Sri La nka 15
TadzJ
'
ikista n 1
Taivv a n 5 4
T hajla nd 3 7 8
Turkey 1
Uzbekista n l 3
Vietn a m 2 1
Europe 1,2 3 1
Au stria 5
Belgiu m 19
Bohe mia 1
Bulga ria 1
Cro atia 1
Cz e ch Republic 1 7 9
Cz e cho slo v akia 15
De n m a rk 12
Esto nia 1
Finla nd 240
Fra n c e 6 1
Ge rm a ny 1 0 0
Gre e c e 2
Hu ngary 45
lreland 1
lrish Republic 1
lta【y 1 02
Luxe mbou｢g l
Netherla nds 1 2 1
No rw ay 1 2
Po一a nd 7
Po rtugal 1 3
Ru m ania 2
Ru s sia 19
Slovakia 1 5
Spain 1 6
Sw ede n 29
Switz erla nd 2 6
lu K 1 7 1
Uk｢ain e 6
U S SR 5 ‾
Yugo sla via 1
Oc e a nia 177
Am e ｢ic a nSa m o a 1
Anta rctic Oc e a n 1 4
Anta rctic a 2 2
Au straria 62
Bo ugaln Villeisla nd 1
Ne wZe ala nd 6 2
Pa cific Oc e a n l
Papu aNe wGuin e a 3
Sa m o a 1
SoFo m on lsla nds 5
So uth Pa cific 1
So uth Pa cificlsZa nd 2
Tahiti 2
To nga 1
Tota1 8,8 8 8
一1--A
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JIJ 辞
■国際的な共同研究等の状況
区 分 9 年度 1 0年度 1 1年度 1 2年度 13 年度 1 4年度 15 年度
外国人研究員 (C OE) 3 3 5 2 3 0 0
外国人受託研修昌 l 1 4 2 1 0 1
外国人研究者 1 1 2 4 1 1 2
その他 i 2 l 1
※
1 3
※
2 1 8
国際協力事業団に
よる派遣
4 3 6 6 5 0 0
長期1 長期1 長期2 長期1 長期1 0 0
短期3 短某月2 短期4 短期5 短期4 0 0
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※ 中国および エ ジプト赦府派遣研究員､ 招暗研究員
J学生の受入状況
区 分 9年度 10年度 1 1年度 1 2年度 1 3年度 1 4年度 1 5年度
研究生 0 0 0 1 1 1 l
委託研究生 3 1 1 0 0 2 1
研究留学生 0 1 1 0 0 1 0
大学院竿
医学研究科 3 2 3 5 3 6 6
自然科学研究科 3 2 3 3 3 7 9
学部生
医学部
(基礎配属)
3 5 5 4 6 7 9
2 5
Ej3
L31
1IJ 宙
｢病原微生物遺伝資源の 先導的研究と収集 ･ 保存 ･ 公開+
(Fro ntie rStudie s a ndTnte m atio n al Netw o rking of Ge n etic Re s o u r c e sin Pat hoge nic M ic r o o rga nis m s)
真菌医学研究セ ンターは 2 0 0 1年度文部科学省の科学技術振興調整費の先導的研究等の推進経費として
｢病原真菌･ 放線菌の 遺伝資源の 国際的拠点形成の ための基盤整備+ が言忍められ､ 最終年度に当たる 2 0 0 3
年度にその成果を国際的に発表する ために ､ 国際 シ ンポジウムを､ 200 3年1 1月2 1､ 2 2日の両日に渡リ＼
東京の持EE]製薬の)L'- クホ ルー で 開催した.
シ ンポジ ス卜としては､ 米国微生物学会の昨年度と今年度の 会長である Ro n ald Atla s教授および+a m e s
M . Tiedje 教授､ さらに世界南棟保存連盟 (W F C C) の会長など 2 0名を招嘱したo また､ ポ ス ターセ ツ
シ ∃ ンを設けた結果､ 6 8題の演題 が集ま つ た. 海外からの参加者は､ 2 0力国から 4 0名であリ､ 2日間
の参加延べ数は 4 0 0人以上であ っ たc
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真菌医学研究セ ンターは､ 相互の学術交流を目
的にブラジルのサ ン バ ウ 口州立力 ン ビーナス 大学
およびハ ン ガrJ-のデ フレツ 工 ン 総合大学との問
で大学間交流協定を締結して いる ｡ 当セ ンターは､
いずれの交流協定においても､ 中心的な役割を果
たしておリ､ 現在､ それぞ れの大学の多くの研究
者との交涜が続いている o また､ 部局間交流協定
もブラジルの パ ウリス タ総合大学ボツ力ツ校およ
び ペ ル ナンブコ カトリ ック大学との 間で締結し
て ､ 葡入喜菌症で ある パラ コ クシジオイデス 症の
原因菌の生態調査 ､ 分子疫学 ､ 感染機構の解明等
の研究を行 っ てきたo
タイ国 の 国立蘭 生研究fJVT
平 成 1 4年 1 2月 に新たにタイ国の国立衛生研究所と本セ ンターとの間で部局間交流協定が締結された｡
タイ国の衛生研究所は保健省医科学局の もとで ､ 臨床診断や感染症の制圧およぴ治療に 関する 国の機関と
して活動 して いる が､ 近年の新興およぴ再興感染症の増加は極めて 深刻な問題とな つ てきたことから､ 夕
特に喜菌や放線菌に よる疾患に関する研究のパー トナーとして ､ 当 セ ンターとの 交
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流協定の締結を提案して きた｡ 真菌医学研究セ ンターも､
おり､ こ の交5充協定を綿糸吉するこ ととな っ た｡
㌧三
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タイ 国の 国 立両 生研究 所と の 部局 間交流 協定 の 調印 式
で『
アジアにおける研究の拠点の必要性を認謁して
選 親会 参加 者
以下にタイ国保傑省医科学局の国立衛生研究所 (NIH) の概要を示します ｡
所在地 :8 8/7 Soi Ba m ra s n a radura, ThN a n O nd R d. . Am phurMu a ng, No nthabu ri, T haiLa nd
tel: 0- 2 5 8 9-0 0 2 2.
沿 革 : タイ国の 保健省は以下の 4局､ 大学局､ 医療局 ､ 保健局および医科学局から構成されて いる ｡
1 9 9 8年の改組により､ 8 つ の検査部門と2 つの研究所 (NIHと薬用植物研究所)､ 2 つ の 事務局 ､ 1 2
の地方の検査 ･ 分析セ ンターを統括する組織とな っ たo 今回の交流の実際の担当部局であるタイ国 NIH
は日本政府の援助を得て1 9 8 7年に設立され､
”
Re s e arch Pro m otio nProje ct of NIH
' '
の プロジ ェ クト
などの支援の もとに ､ 発展を遂げて きた研究機関である ｡
N IH の構成と研究者 :NIHは9 つ の研究部門と動物セ ン タ ー およぴ2 つ の事務部から構成されて いる ｡
研究部門 :1) Medic al Ento m olog y, 2)To xic oEogya nd En viro n m e ntal He alth, 3) Myc ologya nd
Pa ra sitology, 4)Ge n etic s a nd Bio che mistry, 5)Medic al Ba cteriology, 6)C ‖nic allm m u n orog y, 7)
Mole c ularBiologya nd Va c cin eDe v elopm e nt, 8)Virologyl, 9)Virolog yrl
動物セ ン ター : +abo rato ry Anim al Ce nte r
事務部門 I:Qu ality a nd Te chnical Developm e nt, a nd ll: Administrativ e
構成人数 : 医師 4人 ､ 獣医師 9人､ 博± 1 0人 ､ 修士 3 7人 ､ 学士 7 7人 ､ 言忍定技師 3 5人 ､ 非常
勤職員 1 1 9人 : 総計 2 9 1人
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I千葉大学真菌医学研究セ ンターは平成 1 4年度の文部科学省のナシ ョ ナル ･ バ イオリソ ース ･ プロ ジ 工 クト
に おい て 病原微生物の中核機関に言忍定された(代表者:西村和子)｡
■ナショ ナル ･ パイ7rlJソ ー ス ･ プ ロ ジ 工 クトとは :
文部科学省は平成 1 4年度に ｢新世紀重点研究創生ブラン+ の もとに以下の5分野の事業の実施を決定｡
l. ラ イ フ サ イ エ ン ス II. 情報通信 III. 環境 IV . ナノテ クノ ロジI V . 防災
ライ フサイ エ ン ス分野で はさらに以下 の3 つ の プロ ジ 工 クトが立ち上げられた｡
i. ナ シ ョ ナル ･ バ イオリソース ･ プロ ジ 工 クト ii. タ ン パ ク 3 0 0 0ブロ ジ 工 クト
ii. 2 1世紀型革新的先掃ライ フサイ エ ン ス 技術開発プロ ジ ェ クト
■プロ ジ 工 クトの 目標は :
中で もナシ ョ ナル ･ バ イ オリソ - ス ･ プロ ジ ェ クトは､ 2 0 1 0年まで に世界最高水準の生物遺伝資原の 整備を
日掛こ､ 現在名研究書､ 研究機関に分散的に保存されて いる､ あるい は､ 全面的に海外依存して いる生物遺伝栗源
を国家戟略に基づき開発 ･ 叫文集 ･ 保存を進めるとともに ､ ゲノ ム情報も共に提供する体制の構築する ことにある.
■ナシ ョナル ･ バ イオリソ ー ス ･ プロジ ェ クトにおける各機関のそれぞれの役割は :
ナ シ ョ ナル ･ バイオ リソ ー ス ･ プロ ジ ェ ク 卜
病原 微生物 ( 千葉大学真菌医学研究セ ン タ-) 代表者: 西村 和子
病 原微 生物中 核機 関 (千葉大学)
し型リ
長崎大学
熱帯医学研究所
神原庚 = 教授
永武 毅 教授
■対象機関
2 8
千葉大学
喜菌 医学研究セ ンター
西 村和子 教授 (セ ン ター長)
三上 衰 教授
福島和責 教授
科学 技術振興調整費 に よる
r 病原真 南･ 放線菌 遺伝 重源の
国際 的拠点形成のた め の 基盤 整■億+
:
1
_ 埋草一)
東京大学
医科学研究所
笹川千尋 教授
独立5去人 理イヒ学研究所
封宇野義己 室長
情報管 理
大阪大学
微生物病研究所
本 田武司 教授
l岐阜大学
医学部大学院独立専攻再生医科学
江崎孝行 教圭菓
国立遺伝学研究所生命情報 D D B J研究セ ンタ ー
菅原秀f]月 教授
(中核機関) として認定されたパイ* ]J ソー スと機関は
中核機関名 と
バイ オ リソ ー ス
マ ウス ( 開発､ 保 存 ､ ]是供)
マ ウス ( ミュ ータ ジ 工 ネ シス)
ラ ッ ト
シ ョ ウ ジ ョ ウ バ 工
線 虫
ア フ リ カ ツ メ ガ 工 ル
カイ コ
メダ カ
理イヒ学 研 究 所 バ イ オリ ソ ー ス セ ン ター
理 化学 研 究 所 ゲ ノ ム 科 学 終合 研 究 セ ン タ
ー
京 都大学 大 学 院医学 研 究 科付 属 動 物実 験 施 設
京 都 工 芸 繊 維 大学
東京女 子 医 科 大学
広 島大 学
九州大学 大 学 院 農 学研 究 院
名 古屋 大 学 生 物 分子 応 答 研究 セ ン ター
シ ロ イ ヌ ナ ズナ
イネ
コ ム ギ
オ オム ギ
ラ葉⊇煩
広義 キ ク属 植物
ア サ ガ オ
理 化 学研 究 所 バ イ オリ ソース セ ン ター
国立遺 伝 学 研 究 所
京 都大 学大 学 院 農 学研 究 科
岡 山 大 学資 源 生 物 科学 研 究 所
独立 行政法 人 国 立 環境 研 究 所
広 島 大学 大学 院 理 学研 究 科
九 州 大学大 学 院理 学研 究科
病 原 微 生物 千 葉大 学 真 菌医 学 研 究セ ン タ
大 腸 菌 国立 遺 伝 学 研究 所
酵母 大 阪市 立 大 学大 学 院 理 学研 究 科
二 ホ ン ザル 岡 崎 国立 共 同研 究 機 構生 理学 研 究 所
チ ン パ ン ジー ( 調 査) 東 京大 学 大 学 院農 学 生 命 科 学研 究 科
動植物培義細臥 がん細胞､ DN A 等 理 化 学研 究 所 バ イ オ リソース セ ン ター
ES 細胞 京 都 大学 再 生 医化 学研 究 所
標準 ヒ 卜培 養 細 胞 株 (調 査) 東 北 大学 加 齢医 学研 究 所
■各機関の業務と内容は :
(1) 大阪大学微生物病研究所 (責任者: 本EEl武司 教授)
病原性腸内細菌の収集､ 保存､ 提供 : 病原性大腸菌､ 腸炎ビブリ オ薗､ 院内感染原因菌を中心に ､ 国内の ア
ウトブレイク時に､ あるいはラ毎外旅行者から分離された腸管感染原因菌の収集､ 保存､ 提供を行う .
(2) 東京大学医科学研究所 (責任者: 笹川千尋 教授)
院内感染原因菌､ 非定型抗酸菌の収集 ､ 保存､ 提供 : 院内感染症起因菌､ 非定型抗酸菌､ ゲノ ム配列決定細
菌､ 病原性大腸菌､ 安全対策用病原株､ 炭痕菌病原遺伝子ク ローン の収集o
(3) 岐阜大学大学院医学研究科 (責任者:江崎孝行 教授)
ヒ卜病原細菌､ 特に気道感染原因菌の収集､ 保存､ 提供 二 国内外で蓄積されたヒ 卜病原細菌の系統保存､ 収
集およぴ分譲を行い ､ わが国の科学技術研究を支える茎盟 の 整備を行うo
(4) 独立行政さ去人 理化学研究所 (責任者: =藤俊幸 室長)
L/ ペ ル 2 に属する非臨床分離病原微生物株の 収集､ 保存､ 提供 :病原微生物と系統的に近いが病原性を待た
な い ､ 非病原性の微生物を収集 ･ 保存し､ 病原微生物株の 同定 ･ 分類などの 研究を支援する o
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(5) 長崎大学熱帯医学医学研究所 (責任者 : 神原慶 = 教授)
病原性原虫の収集､ 保存と分析 ､ 提供 : 病原体の うち病原性原虫の株保存と分析､ そ の提供｡
(6) 国立遺伝学研究所生命情報D D B+研究セ ンタ ー (責任者: 菅原秀明 教授)
病原性微生物とそ の 関連微生物の コミ ュ ニ テ ィーにおける 情報共石シ ステ ム の構築､ 運用 : 国内の病原生物
責源セ ンターが共有する情報を中心 とする病原生物ポータルサイトの構築と公開.
(7) 千葉大学真菌医学研究セ ンタ- ( 責任者: 西村和子 教授)
1 . 病原 真菌､ 放線菌の収集､ 保存､ 提供 : 国内､ 国際共同研究による病原裏面､ 放線菌の収集､ 保存､ 遺
伝子情報の蓄積､ 保存菌株の提供を行う o
2 . プロ ジ 工 ク トの 運営および提供体制の整備 ､ 総括 : 本プロ ジ 工 クトの運営 ､ 研究運営委員会等の 開催､
進捗〕犬況の管理 ､ 成果等の とりまとめなどの統括事業を行う｡
■プロ ジ ェ クトの 運営は以下の 運営委員会 (年に 2 日間催) の メン バ ー により行われて い る :
委員長 篠 田 純 男 教授
委 員 上 原 至 雅 部長
鈴木健一朗 部門長
竹 内 勤 教授
柿 嵩 虞 教授
本 田 武 司 教授
笹 川 千 尋 教授
江 崎 孝 行 教授
工 藤 俊 幸 部長
神 原 虞 二 教授
永 武 毅 教授
菅 原 秀EIF] 教摂
西 村 和 子 教授
三 上 套 教授
福 島 和 義 教授
(岡山大学大学院自然科学研究科)
( 国立感染症研究所)
(独立行政法人 製品評価技術基盤機構生物遺伝資源セ ンタ )ー
(慶応大学医学部)
(尻波大学農林学系)
(大阪大学微生物病研究所)
(東京大学医科学研究所)
(岐阜大学大学院医学研究科)
(独立行政法人 理化学研究所)
(長崎大学熱帯医学研究所)
(長崎大学熱帯医学研究所)
( 国立遺伝学研究所)
(千葉大学真菌医学研究セ ンタ ー)
(千葉大学真菌医学研究セ ンタ -)
(千葉大学真菌医学研究セ ンタ )ー
なお､ 以下 の機関には運営委昌以外に､ 実務担当者が決められ､ 実務を担当して い る (東京大学､ 大阪大学､
岐阜大学､ 長崎大学､ 千葉大学 ､ 理化学研究所､ 国立遺伝学研究所)
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病原真薗講習会は､ 微生物の中で も特殊な領域で ある病原真菌に 関して広汎な知識
･ 技術の習得を日的
と して ､ 本 センターが毎年行 っ て いる ものです o
10 1 1
講習会 で 使用 して い る菌株 の 集 落 (一部)
開催は年1回､ 期間は約1週間ですが､ すで に2 5 0名あ
まりがこ の講習会で 学びました｡
平成1 6年は､ 7月2 7日から3 0日まで ､ 当セ ンター
で実施する予定で す. 基本的な取リ扱い から最新のテ
クノ ロ ジーを用い た同定法まで ､ 幅広い 内容の 講義と
実習が行われますo 実習主体のため､ 現在参加者は1 2
名に限定しております｡
Repr e s e ntativ efu ngaJc olo rlie sfo rte a ching m ate ｢ials･
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■第 1 8回 病原喜菌講習会の お知 らせ
病原真菌
期 日
会 場
実施主体
募集人員
受 講 料
受付期間
受講資格
申し込み#去
そ の 他
申 込 先
放線菌の取り扱いおよび同定法に つ いて講義と実習を行います ｡
平成 1 6年7月2 7日 ㈹ - 3 0日 ㈲
千葉大学真南医学研究セ ンター
千葉大学喜菌医学研究セ ンター
1 2名 定員になリ次第締め切りますo 地域 ､
職種等により調整することがあリますD
30,2 4 0円 (予定)
平成 1 6年6月1日eJ5- 1 1日 瞳)
医師 ､ 営犬医師､ 臨床検査技師 ､ 各種教育 . 研
究施設の研究者等で ､ 4微生物取り扱いの 実務
経験 2年以上を有する方 o
頚ヽ
p
サ
屯ゝ L3p=
t -さ〕
k=)
♂
班
奄
①住所 (勤務先､ 自宅)､ ②氏名 ､ ③年齢､ ④電話番号 (勤務先､ 自宅)､ ⑤職種 ､ ⑥資格 (玩
床検査技師､ 医師､ 薬剤師､ 欝医師など) を明記の上 ､ 郵送にて お申し込みください .
講習会で使用した菌株の分譲は有料と在りますo
〒260-8 6 7 3千葉市中央区亥鼻 ト8-1
千葉大学喜菌医学研究セ ンター 佐野文子
電話 :0 4 3-2 2 6-2 786 ファ ッ クス : 0 4 3-2 2 6-2 4 8 6 E-m aiE: ayal@fa c ulty. chiba
- u .jp
詳細はホーム ページ (htp://v w .pf.chiba-u .a c.jp/) をご覧ください o
■第 1 8回 病原真菌講習会プロ グラム
病原票菌概論
電顕による真菌細胞観察
輸入真菌症起因歯
茎本手技
病原性酵母の同定法
病原性放線菌
病原性アス ペ ルギル スとペ ニ シリウム
皮膚糸状菌 ･ 療風薗 ･ 病原性黒色真菌
新興喜菌症 ･ 輸入真菌症原因菌
病原性接合菌
病原性酵母の 同定 :結果判定
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矢口
田中
(予定)
TrainLng Cou rs efo rPathogeni⊂ Fungia nd Actin o myc etes･
On c e aye a r of the c o u r s eha sbe e n c o ntin u lng Sin c e1 9 87･M o r e
tha n 2 5 0pe r s o n s r e c eiv edthe c o u r s e upto 2 0 0 3 fI
.
O rrl Clinic al and
r e s e a r ch labo r ato rie s allo v e rJapa n. T he 18 th c o u r s e will be held
at2 7-30 July 2 0 04.The c o u r s ein v olv e sle ctu r e s a nd pr a ctic e s oT l
pathoge nic fu ngl a nd a ctin o myc ete s･
Pr ogr a m of t he 181h c o u r s e
l. Outlin efo rpatboge nicfu nglL
2. Ba sicte chniqu efo rha rュd)jng El nd C ultu re
3. O bs el V atio n of fu ngaLc ellsby ele ctric mic r o s c ope
4. Ide ntific ati【) ∩fo rpathoge nic ye a sts
5. Ide ntific atio nfo rpathoge nic a ctit1 0 rrlyC ete S
6,Ir npo rted m yc o s e s
7 . Pathoge nic Aspe TIB7'IIu s sp p.a nd Pe nicLII]iu m spp1
8.De r rn atophyte s, M ala s s e z Lla sp p. a nd bla ck fu rlgi
9.Ern e rgl ngfu ngal infe ctio n s
l O.Pathoge nic zy go myc ete s
そ れぞれの設備およぴ機器に つ いて は ､ 機種並 びに問い合わせ先を括弧内に記載しま したo なお ､ 共同
利用研究を希望される方は ､ 各研究分野の研究内容を参照の上 ､ 本セ ンターの教官に直接問い合わせ て 下
さい o 共同研究の募集要項は総務係が配付します.
(電話 :0 4 3-2 26-2 487､ ホーム ページ: http://w w .pf. ch‡ba-u.a c.jp/)
(1) 透過電子顕微鏡 ･
(2) 走査電子顕微鏡 ･
(3) 凍結レプリカ装置
(4) ウル トラミクロ トーム
(5) プラズマ重合 レプリカ装置
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(日本電子+E M-1 200EX: 山口 ､ 内線 5 9 2 8)
(日立S-80 0: 山口､ 内線 5 9 2 8)
(日本電子J F D-7 0 0 0､ +F D-9 0 1 0: 山口 ､ 内線 5 928)
(ライカ ウル トラカッ トS: 山口 ､ 内線 5 9 2 8)
( ウシオ P N R-1 10: 山口 ､ 内線 5 9 2 8)
(6 )レーザースキャ ンサイトメーター 一 (オリン パ ス LS C-1 0 1: 山口､ 内線 5 9 28)
(7) カス クロ マ 卜クラ ブ 質量分析計 - (ヒ ユ ー レ ット ･ バ ッ 力-ドH P68 9 0: 福島､ 内線 5 9 2 9)
_”_.__ー__+ 塁) カス ク ロ マ 卜グラ フ
(9) 高速液体クロ マ トクラ ブ
(1 0) 微生物全自動増殖解析システム
(1 1) 紫外可視分光光度計
(1 2) 赤外分光光度計
(1 3) 東光分光光度計
(ヒュ ー レ ット ･ パ ッ カード5 890: 福島､ 内線 5 9 2 9)
(ヒユ ーレ ット ･ パ ッカードH P I O 5 0:福島 ､ 内線 5 9 1 3)
- (ラボシス テム: 宇野､ 内線 5 9 2 4)
( 島5章 U V-2 5 0 0 P C:宇野､ 内線 59 2 4)
(日本分光FT/ 旧-4 2 0: 宇野､ 内線 5 9 2 4)
(パ ーキン ･ エ ル マ ー P L-5 0 B: 宇野､ 内線 5 9 2 4)
(1 4) パ ッチ クランプ細胞膜電涜測定装置
(1 5) D N Aシーケ ンサー
(1 6) プロテインシーケンサー
(1 7) P C Rサーマ ルサイクラー
- ( リス トE PC-7: 五ノ井､ 内線 5 925)
(パーキン ･ エ ル マ ーA B ト3 7 7: 横山､ 内線 5 9 1 7)
(ペ ック マ ン LF 3 8 8 0: 三上､ 内線 5 9 2 2)
(タカラ M P TF-3 1 0 0二 横山､ 内線 5 9 1 7)
(1 8) 生物発光･ 化学発光マイクロプレ ー トリーダー ー(パ ーセフテ ィブ 4 0 0: 三上､ 内線 5 9 22)
(1 9) 共焦点レーザー走査蛍光顕微鏡 - (バ イオラ ツ ド M R/A G- 2: 横山､ 内線 5 9 1 7)
(2 0) フ ロ ー サイトメ ー ター
(2 1) バイオセルトレーサー
(2 2) イオンメーター
(23) 生体高分子相互作用分析装置
(24) 細胞動態解析装置
(2 5) 落射蛍光微分干渉覇微鋲
(2 6) 連続式卓上型培童槽
(2 7) 液体シンチレ ー シ ョ ンカウンター
(2 8) 遺伝子導入装置
(2 9) ピクトロ ス タ ッ ト
(30) 遺伝子データ解析シス テム
(3 1) ジ工 ネテ ックアナライザー
(3 2) 生体成分精製装置 ･
(3 3) 核酸集積片作製装置
(3 4) マイクロ アレイスキャナ ー
(3 5) マイクロ アレイ ハ イプリ装置
(3 6) 急速凍結装置
(37) リアルタイムP C R
(戸A C S Calibe r:田口 ､ 内線 5 9 3 4)
(ヒタン : 田口､ 内線 5 9 3 4)
(オリオン E A960: 宇野､ 内線 5 9 2 4)
(ラボシステム: 宇野 ､ 内線 5 9 2 4)
(日本光学T M D-E F 2: 横山､ 内線 5 9 1 7)
(ニ コ ン Y-F L: 横山､ 内線 5 9 1 7)
(セリシ 工 ン バイオフ ロlV: 三上 ､ 内線 5 9 2 2)
(アロ カ +S C-5 1 0 0:田中､ 内線 591 6)
(バ イオラ ツ ドP D S-1 0 0/He:清水､ 内線 5 9 2 7)
(富士フイルム PictroMighty:山口､ 内線 59 2 8)
(A BI Pris m3 10 0, Gen etic an alyzer67 3-A:横山､ 内線5 91 7)
(A BI Pris m3 1 0 0, 3 1 0 0 N:横山､ 内線 5 9 1 7)
(A KT Aprim e:福島､ 内線5929)
(Na n o-PotterN P 1 2: 横山､ 内線 5 9 て7)
(Ge n eT AC U CIl: 横山､ 内線 5 9 1 7)
(Hybe -4 ブラミアム : 横山､ 内線 591 7)
(ライカ E M C P C: 山口 ､ 内線 5 9 28)
(A BI P RISM 70 0 0: 清水､ 内線 5 9 2 7)
3 1
盲J校章 単位 = 千円
区 分 教官当積算校費 附属施設等経費 教育研究設備維持置責 計
平成 9 年度 3 4,2 8 3 31A4 2 4,5 5 8 7 0,2 8 3
平成 1 0年度 3 3,5 9 9 3 6,7 8 0 6,0 9 3 7 6.4 7 2
平成 1 1年度 3 2,3 3 9 3 6,6 32 5,5 3 5 7 4,5 0 6
平成 1 2年度 3 2,3 39 3 6,6 3 2 7,4 7 1 7 6A4 2
平成 13 年度 3 6,3 7 8 3 6,3 7 2 8.6 1 6 81,36 6
平成 14 年度 36,3 9 1 3 3,1 92 9,5 6 6 7 9,149
平成 1 5年度 3 6,3 9 1 3 3,0 64 9,8 26 7 9,28 1
■科学技術振興調整費 単位 =千円
区 分 採択件数 採訳金報 備 考
平成 13 年度 1件 1 3 3,O1 5 平成 1 3年度から3ケ 年
平成 1 4年度 1件 1 4 2,826
平成 1 5年匿 1件 1 2 6.4 1 2
■科学研究費補助金 単位 =千円 ■重任経理金 単位 =干円
区 分 件数 採訳金報
平成 9 年度 5件 7,5 0 0
平成 10 年度 3件 2 8.4 0 0
平成 1 1年度 4件 1 8,2 0 0
平成 1 2年度 5件 6,7 0 0
平成 13 年度 2件 1,400
平成 1 4年度 3件 8,4 0 0
平成 1 5年度 4件 1 3.3 0 0
■民間等との共同研究等
区 分 件数 受入金額
平成 9 年度 6 件 9,6 0 0
平成 1 0年度 8件 7,91 0
平成 1 1年度 7件 1 0,6 60
平成 12 年度 4件 1 0,8 8 0
.
平成 1 3年度 7件 1 0,1 5 0
平成 1 4年度 1 3件 7,1 5 0
平成 1 5年度 8件 8,2 0 0
単位 :千円
区 分 居間との共同研究 受託研究
平成 9 年度 1件 1,000
平成 1 0年度 1件 i,0 0 0
平成 11 年度 3件 7,00 0
平成 1 2年度 4件 6,0 0 0
平成 13 年度 3件 7,0 0 0
平成 14 年度 2件 4 2,2 0 0
平成 1 5年度 2件 4,84 0 2件 4 1,495
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